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隱 じ® 区 

子どもたちは、 おとな ZJ 上に 流行に 敏感です。 彼らは 周囲の 世界の 変化に 絶えず 注意を もって 
いて、 そこに 自分を 適応 させようと 工夫ず るからで しょう。 彼らの 遊びの 世界は、 遊びの 種類に 
せよ、 テレビ や 漫画の 人気に せよ、 ことばづかい や ちょっとした 身ぶ りに せよ、 みな 「はやりす 
たり」 が ありまず。 

昔の 流行は、 子ども 自身が つくり 出ず ものが 多く、 その 及ぶ 範圃も 狭かった と 思います。 

ベ ー ゴマ とか メンコ とか、 かの子なら お手玉と か あやとり とか、 どちら かとい うと 寒い 季節に 
だれかが そんな 遊びを はじめる と、 それが あっとい う 間に 町中に ひろがって いきました。 みんな 
の 熱狂が 最高潮に 達した ころ、 ベ ー ゴ マは 賭け ごと だから やって はいけ ない などと、 学校から 禁 
止 令が 出まず、 が、 これを 境に 潮が 引く ようにず たれて いきました。 禁止され たからず たれる とい 
うより、 ちょうど ピ ー クを ずぎ たころ、 やっと おとなは 禁止を 告げた のだった かも 知れません。 
もちろん、 子どもたち はすぐ また 別の 遊びに 熱中して いきます。 
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お 正月と かお 祭りと か、 そういう 行事が 新しい 遊びの きっかけ になった こと も ありまし たし、 
ちょっとした 事件が ヒントに なること も ありました。 季節の 変化 も 大きく 作用し ました。 そして、 
一種の 遊び 暦の ような ものが 子どもたちの、 むの 中に できあがって いたのでした。 つまり、 流行は 
こまかい 変化を 見せながら も ゆるやかに 循環して いたので ず。 

けれども、 近 ごろの 流行は、 子ども 自身が、 むの 中の 暦に 合わせて 興味の 対象を 移動 させて いく、 
といった 性質の ものではありません。 テレビ や 玩具 メ ー ヵ ー が、 子どもたちに 次から 次へ と 強烈 
な 刺激を 与えつ づける ので、 それらの 情報 や 玩具に 導かれる ようにして、 流行が 作られて いきま 
ず。 漫画 や テレビの 人気が 移り 変る のと 同じように、 遊び も ことばづかい も 変化して いきます。 
当然の ことに、 これは 循環す る ことは まずありません。 

そしてもう ひとつ、 現代の 流行が 地域的な 狭い 範囲に 限られる ものでは なく、 全国的 規模に 一 
挙に 拡大ず る、 という 点 も 見逃がせな いと 思います。 テレビ 電波の 及ぶ 限り、 商品の 流通 網が 完 
備 した 今日では、 全国の 子どもたちが いっせいに 同じ テレビ •キャラクタ I に 熱狂し、 同じ 遊び 
に 夢中になる という ことにな りまず。 そういう ブ I ム現 象は おとなた ちの 目を 惹き まずから、 い 
ろい ろ 社会的 反響を よびます。 子どもの 遊びの 流行が 社会現象 になって しまう のです。 

現在、 子どもたちの 間で 大人気を 博して いる ファミコンは、 ここ 二 〇 年 ほどの 子どもの 遊び 文 
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化の 変貌を 集大成した ような、 一大 ブ I ムを まきおこして います。 すでに テレビ や 新 離で も 「社 
会 問題」 としてと りあげて いますが、 ぼくは、 単なる 「是か非か」 やその 「害 惡」 について 述べ 
るので はなく、 旧 ル 童 文化の 研究者と いう 立場から 、ファミコン という 最新の 玩具と その 遊び 方に 
内在ず る 問題、 また、 ファミコンの 出現に よって あらわに なった 子どもの 生活と 文化の 今日的 特 
徴や 、おとなと して どう 対応して いけば よいの か、 といった 点に ついて みなさんと いっしょ に考 
えてみ たいと 思います。 

ファミコンの 流行と いう 現象を ひとつの 窓に して、 今日の 子どもの 生活と 文化の 底の 方に わ だ 
かまって いる 問題を 少しで も 明らかに ずる ことができれば、 と 願って ぺ ンを すすめまず。 
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1 藏 にを 

ぉ 作に 参加で きる アニメ 番組 いま、 日本中の 子どもが ファミコン という テレビ ゲ I ムに 熱中し 
ていまず。 男の子 ばかり かと 思って いたら、 最近は 女の子に も ファンが ふえてき ています。 まだ 
小学校に あがって いないよ うな 幼 旧 ルが、 近所の お兄ちゃんの いる 友 だち の 家に 毎日 やらせて もら 
いに 行くな どと いうの も、 めずらしい ことではありません。 子どもに ねだられて 買って やる こと 
にした としても、 おもちゃ 匡 や 電気器具 店の 店先には 「品切れ」 の 貼 紙、 予約 もで きないと いう 
ありさま でず。 

いったい この ファミコン という ものは、 どんな おもちゃな のでし ょうか。 ご存知の 方 も 多い は 
ずです が、 かんたんに その あらまし を 説明して おきます。 これは、 任天堂と いう おもちゃ メ ー カ 
1 が 開発した コ ンピユ ー タを 内蔵した ゲ I ム 機で、 ファミリ ー •コン ピユ ー タ というの が 正式な 
商品名で ず。 メ ー カ ー と 子どもたちは、 これを 「本体」 とよんで いまず。 この 本体を 家庭に ある 
テレビ 受像機に つなぎ、 「ソフト」 とよ ばれる ゲ I ムの 情報が つまって いる カセット •テ ー プ みた 
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いなものを セットす ると ゲ ー ムが できまず。 スタ ー 
卜 •ボタンを 押ず と、 ブラゥン管に ゲ ー ムの 世界が 映 
し 出されまず。 

つまり、 本体 (これが 一巧の 八 00円 しまず) だけで 
はなに もで きないの でず。 これは いわば、 ビデオ テ ー 
プの 映像を ブラゥン管に 送り こむ ビデオデッキ のよぅ 
な 働きを する もの だからです。 ただ、 ビデオデッキと 
違ぅ のは、 「コント ロ ー ラ」 が一 一個つ いている ことで 
ず〇 この コント ロ ー ラには、 スタ^ ^ 卜 •ボタンの ほか 
に、 A、 B の ボタンと 上下 左右の 四方 向を 指示で きる 
十字 型の ボタンが ついていて、 この ボタンを 押す こと 
によって、 画面 上の ヒ ー ロ ー を 思いのままに 動かず こ 
とがで きる のです。 右 向きの ボタンを 押せば、 ヒ ー ロ 
1 は 右に 動き、 上向きの ボタンを 押せば 上に 進みまず。 
A、 B の ボタンの 機能は、 ゲ ー ムに よって 異なります 
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が、 例えば ミサィルを 発射したり 、ジャンプしたり という 動作のと きに 用いる わけで ず。 

子どもたちは、 テレビの 画面を 見つめつつ、 左手で 十字 型の 方向 指示 ボタンを、 右手で A、 

の 動作 ボタンを 押しつ づけて 遊びます。 眼と 指し か 動かさない 子どもに 代って、 画面の ヒ ー ロ ー 
が 敵と たたかい、 まものを 見つける 大 冒険を 演じて くれまず。 この 「代理 機能」 が、 ファミコン 
の 本質 だとい ってよ いと 思います。 

テレビ •アニメ ー シ ョンは、 「キン 肉 マン」 にしても 「キャプテン 翼」 にしても、 ヒ ー ロ ー の 
活躍を ハラハラしたり、 ゲ ラゲ ラ 笑ったり しながら たのしむ もので ずが、 見て いる 子どもたちが 
画面の ヒ ー ロ  I の 動きに、 注文を つける わけには いきません。 でも、 ファミコンなら それが でき 
るので ず。 ヒ ー ロ ー は 子どもたちの 分身に なって、 こちらからの 指示 どおりに 動きます。 子ども 
が 見ながら 制作に 参加ず る アニメ 番組の ような もの、 と 考えても よいでしょう。 動き 方は、 むろ 
ん テレビ •アニメ ほど 自在ではありません が、 「キン 肉 マン」 や 「忍者 ハッ トリ くん」 など 人気 
キャラクタ I の 活躍ず る ソフト もずで に 開発され ていまず。 

スポ —ッ、 ゲ—ム 、戦闘 ついでに ソフトの ことに 少し ふれて おきまず。 本体は 任天堂 一社の 製 
品です が、 ソフトの 方は 二 〇 数 社が 任天堂と 契約して 開発、 すでに  一 〇〇 本 W 上 も 売り出されて 
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いまず が、 その 内容は 実に いろいろ でず。 

サッ ヵ ー や テニスな どの スポ ー ッ もの も あれば、 麻雀と か 将棋、 オセロな ど おとな もたの しめ 
る 従来の ゲ ー ム用 もあります。 コン ピュ ー タを 相手に 画面 上の 選手を 動かし、 タイミングを はか 
ってボールを巧ったり、 織ったりしまず。 ゲームものの場合は画面上に盤面が映り、 こちらの操 
作で コマを 動かしたり 牌を 選んだり できる わけです。 

また、 戦闘機を 操縦して ミサイルを 撃ち、 敵の 基地を 爆撃す ると いった 戦闢 もの もあります。 
画面は 戦闘機の 飛行に ともなって どんどん 変化し まず。 敵 も 画面の 変化と 共に 新しい 攻撃を かけ 
てきまず から、 これを 上手に かわさなければ ずぐ 負けて しまいます。 敵を 攻撃し 命中ず るた びに 
得点が 加算され ていく しくみに なって いまず。 

この種の ゲ ー ムは 、鋭敏な 反射神経を 要求し まず。 展開が スピ ー ディ ー なので、 動きが 忙しい 
のです。 おとな 同 ± の 話題に ファミコンが 登場した とき、 「あなた もやり まず か」 ときく と、 子 
どもは 熱中して いる けれど 私は 苦手 だ、 と 答える 人の 多くは、 この種の ソフトを 試して みて こり 
た 体験 者の ょぅで ず。 新しく 現われた 攻撃 目標に 目を 奪われて いる 間に、 敵の、、、 サイルに 撃たれ 
て、 あえなく ゲ ー ム •オ ー バ ー( 負け) になって しまったので しょぅ。 


9 ち あ ファ ミコ ン 現象 


爵 


1 


「スー パ— マリオ ブラ ザ— ズ」 けれど、 最近 子どもたちの 人 
気の 中、 むに なって いるのは、 単なる 撃ち合いの ような 単純な 
戦闘 ものではなくて、 もっと ドラマ 性を 強めた 冒険 ものの よ 
うです。 昨年 秋に 発売され てからず でに 一二 00 巧 も 売れた と 
いう 人気 ソフト 「ス I パ I マリオ ブラ ザ I ズ」 は、 冒険 もの 
の 代表格で すが、 いままでの 多様な ゲ ー ムの おもしろさを 一 
点に 集約した 最高 傑作と いわれて いまず。 

ヒ ー ロ ー は マリオと いう ひげを はやした おじさんで、 彼は 
キ ノコの 国を えんえん 旅して いきます。 この ネ ノコ の 国は、 
強力な 魔力を もつ カメの 一族に 侵略され、 ほろぼされて しま 
ったの だそう です。 マリオは、 この 兜 暴な カメ ー族と たたか 
い、 遠い 城の 地下に 幽閉され ている キ ノコの 国の 王女 •ピ ー 
チ 姫を 救い出さなくて はなり ません。 カメ ー族の 魔法を とき、 
キ ノコ 王国を 再 輿す るカギ を、 この お 姫 さまが 握って いるか 
ら でず。 
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たくさんの キ ノコたち が、 ヵメの 呪いで レン ガや 岩に 変えられて います。 マリオは これを こわ 
して キ ノコを 救い出し、 ヵメ ー族が くり 出ず 一 五 種類の 敵と たたかいながら 旅を つづけまず。 キ 
ノコの 国は 八つの ヮ ー ルド (子どもたちは これを 面と いいます) に 分かれて いて、 それぞれ がさら 
に 四つの ユ リアから 成り たって います。 をヮ ー ルドの 四 番目の H リアを 通過ず ると お 城が あり、 
そこで お 姫 さまを 見つける のです が、 第と ヮ ー ルドまでは、 その 女性は 本当の ピ ー チ 姫では なく 
て、 侍女が 待って いたにず ぎません。 ピ I チ 姫を 救い出す には 一一 一二の H リアを 踏破し なければ な 
らな いのでず。 

場面は 左から 右への 移動を 基本と しまず。 子どもたちは、 例の ボタンを 操作して 右へ 右へ と マ 
リオを ずす めて いきます。 敵に ぶつかる と 負けて しまいます (子どもたちは 「殺された」 とか 
「死ん じ ゃった！」 と 言います) から、 A ボタンを 押してと び 上り、 敵の 上に 落ちて やっつけ ま 
ず。 画面は をヮ ー ルドで 変化に 富み、 地下室 や 海 も ありまず し、 「ジャックと 豆の 木」 ょろしく 
豆の 木を のぼって 雲の上に いくこと もで きます。 特定の キノ コや 花を とる と マリオが 変身して パ 
ヮ ー •アップず るし、 金貨を 集める といぅた のしみ も ありまず。 敵を 倒す たび、 金貨を 集める た 
び、 ヮ ー ルドを 一つ クリアず るた び、 得点が 加算され 表示され ます。 
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「裏ワ ザ」 の 集大成 『攻略 本』 これが ゲ ー ムの あらまし なので ずが、 実際のと ころ、 はじめのう 
ちは なかなか 前進で きません。 すぐ 敵と ぶつかって 負けて しまう からでず。 一一 一回 やられる と、 一 
つの ゲ ー ムが 終了して しまいます。 敵の 弱点を 知り、 高 得点を あげる 攻撃 法を マスタ ー ずるのは 

容易な ことではありません。 

そこで 『ス I パ I マリオ ブラ ザ ー ズ 完全 攻略 本』 (徳間 書店 •新書 
版 •一一 一九 〇 円) という 手引書が 去年の 十月に 刊行され ました。 全。 へ 一 
ジ 、ヵラ ー の 図解 入りで、 文章は 総 ルビで ず。 この 本は、 子どもた 
ちに 熱烈に 歓迎され、 たった ニヶ 月で 六 S 万 部 売れた といい ます。 
これは、 一九 空 年の 舍版 物の ベスト セラ 1 の 第一位で ず (拿 
の 一一 一月で 八 〇 万 部を 突破した そうでず！)。 

この 『攻略 本』 は、 マリオの 旅程の 一部始終を 克明に 解明して い 
まず。 例えば、 画面に しょっ ち ゅう 出て くる 回の ついた ブロックの 
中味が 明らかにされて いるので、 マリオを パヮ I •アップ させて く 
れるキ ノコ や 花な どは、 これを 読めば 間違いな く 獲得で きる ように 
なります し、 また、 画面には 何も 巧えない ところで も、 特定の 場所 
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で ジャンプ ずると 思わぬ 拾い ものを ずる、 といった 秘密 も 明らかにされて いまず。 

画面 上に なにも 見えない のに、 しかるべく 攻撃す ると 敵が あらわれて、 これを 倒ず とボ ー ナス 
点が 得られる とか、 秘密の 武器が 得られる とかと いぅのを、 「隠れ キャ ラ」 (r 隠れ キャラクタ」 の 
略) といい、 それを 見つけ 出して 得点す るのを 「裏ヮ ザ」 といい ます。 『攻略 本』 (これは 「ス ー。 ハ 
1 マリオ ブラ ザ ー ズ」 に 限りません が) は、 この 裏ヮ ザの 集大成で も あるので ず。 

プレイヤ— から n A 卜 ° I ラへ 一種 類の ソフトの 説明が 少し 長す ぎた かも 知れません 夕 ここ 
で ぼくが 強調した いのは、 きわめて 精密に 設計され た フィクションの 世界に、 だれかが 考えて く 
れた 戦術の 手引書に したがって、 もっぱら 眼と 指 だけを つかって 没入し、 ヒ ー ロ ー を 操作して 遊 
ぶこの 遊びは、 やって みれば 確かに とても おもしろ いの だけれ ど、 いままで おとなた ちが 漠然と 
考えて きた 「子どもの 遊び」 とは、 かなり 性質が 違って いる、 といぅ ことで ず。 

確かに マリオは キ ノコの 国を 再興ず る 目的で、 いのちがけで 敵と たたかいまず。 けれど、 マリ 
ナが 活躍ず るのは ブラゥン管の 上であって、 子どもは そのまん 前に 座って、 コント ロ ー ラを 操作 
している だけで ず。 その 位置は、 ヒ ー ロ ー の 活躍を 見る を 席では あっても、 冒険 活劇の 「現場」 
ではありません。 子どもたちは、 冒険家 (プレイヤ ー) である ことを やめて 操作 者 (コント ロ ー ラ) 
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になって しまった のでず。 

子どもの 遊びは、 街微 りに せよ、 お手玉に せよ、 草骄球 
にせよ、 子どもたちが 主人公で あり、 彼らが 動き、 叫び、 
笑う 場所を 「現場」 として 成立して いたは ずで ず。 ファ、、、 
コンは、 遊びの 現場と 子どもの 居場所と を 二 元 化した おも 
ち や だ、 という ことができる でしよう。 プレィヤ I から コ 
ン トロ ー ラへ という 子どもの 「場の 転換」 を 進 と！ る 
か 後退と 見る かで、 ファミコン 評価は まっぷたつに 分裂す 
るは ずです。 しかし、 ぼくは いま 急に 結論を 出そうと は 
思いません。 なぜなら、 おとなが 勝手に 結論を 出し、 その 
結論に もとづいて 子どもを 「指導」 ずれば それでず む、 と 
いった 単純な 問題では ないから でず。 

その 魅力とは？  一一 一年 まえの 夏に 売り出された フ アミコ 
ン 本体は、 今年の 一一 一月な かばで 六 五 〇 万 台 売り上げ、 なお 
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月産 四 〇 巧 台の 生産 計画を たてながら、 店頭では 品 不足が 慢性化し ている という ことで ず。 そし 
て ソフトの 方は、 「ス ー パ ー マリオ ブラ ザ I ズ」 を 別格と しても、 全体で 111000 巧 個 売れた と 
いうので す。 昨年 七月、 一八 万 部で 創刊号を 出した フ ァミ コンの 専門 誌 『月刊 フ ァミリ 1 コン ピ 
ュ ー タ マガジン』 (徳間 書店) は、 現在 八 〇 巧 部を 発行ず るまでに 急成長して しまいました。 本体の 
普及率は、 小 •中学生 全体の 一一 一分の 一を こえ、 二分の 一に 迫りつつ ありまず 。おもちゃ としては 
破格に 高 伽な 商品が これ だけ ブ ー ム化 した 例は、 旧 ル 童 文化史の 上で も 全く 異例の ことで ず。 ちょ 
つと 思い出して ください 。ファミコンの まえに 男の子の 間で 大ブ ー ムを まきおこした キン 肉 マン 
消しゴム (例の 「キン 消し」 でず) は、 一一 一個 100円 だった ではありません か。 

この ファミコン ブ^ — ムは 、宣伝の たくみ さと か、 ものめずらし さと か、 そんな ことで ひきおこ 
せる ような なまやさしい ものでは ない のです。 子どもたちが これ だけ 熱狂して いるのは、 子ども 
たちの 側に この種の 遊び道具を 待ち望ん でいた 強い 二 I ズが あった、 という ことに ほかな り ませ 
ん 。その 魅力は なんで あるの か —— 自らが 冒険の 主人公になる より、 ブラゥン管の ヒ I  ロ ー の 操 
作に 熱中す るよう になった 遊びの 変貌は なにに 起因して いるの か、 その へんを 明らかにしない 限 
り、 おとなの 好みで 評価を 下しても あまり 意味がない ような 気がず るので ず。 
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2 韋迄卷 瘡資® 薩踩隱 S 豪 

おびとは —— I 二つの 要素 ファミコン 遊びを、 遊びを 中、 むとした 子どもの 生活と 文化 全体の 中で 
どう 位置づけたら よいの か、 そこの あたりを これから 考えて みたい のでず が、 その 前提と して 
「遊び」 という 概念を 少し 整理して おこうと 思います。 オランダの 文化史 家 ョハン •ホィジンガ 
は、 『ホモ •ル ー デン ス』 (高 橋 英夫訳 •中央 公論 社) の 中で、 遊びを 次のように 定義して います。 

「遊びとは、 ある はっきり 定められた 時間、 空間の 範囲 内で 行なわれる 自発的な 行為 もしくは 
活動で ある。 それは 自発的に 受け入れた 規則に 従ってい る。 その 規則は いったん 受け入れられた 
1$ 上は 絶対的 拘束力を もっている。 遊びの 目的は 行為 そのものの 中に ある。 それは 緊張と 歓 びの 
感情を 伴い、 また これは 『日常生活』 とは、 『別の もの』 という 意識に 裏づ けられて いる。」 

ひどく 理屈っぽい 文章で、 しかも これは 狭義の 子どもの 遊びに ついて 述べて いると ころで も あ 
りません が、 ぼくは、 ここで 明らかにされ ている 遊びを 遊びたら しめる 一一 一つの 要素に、 注目した 
いと 思います。 
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つまり、 遊びとは まず 第一に、 自発的に やる もの だとい うこと、 そして 第一 一にな にか 成果を 期 
待して やる ような 手段ではなくて、 遊び そのものが 目的で あるよう な もの だとい うこと、 第一 一一に 
は 日常生活とは 「別の もの」、 独特の ル I ルに よって 秩序 だ てられた 別世界への 突出 こそが 遊び 
なの だとい うこと —— こんな ふうに、 ぼくは 我流に 「一二 大要 素」 を 解釈して いまず。 

功利的な 「おび」 観 現今の 子どもの 遊び 状況を 考える とき、 この ホィジンガの 考え方は 示唆に 
富んで いるよう に 思われまず。 例えば、 近 ごろの 子どもは 遊べ なくなった とか、 遊びが へたに な 
ったと か 嘆く おとなた ちは、 むろん 善意から なので しょうが、 とかく 子どもに 遊びを 教えた がり 
まず。 子ども 会の 行事と か、 スポ ー ッ クラブと か、 なんとか 教室と か、 おとな 主導の 「遊び」 が 
あふれて いますが、 はたして あそこに、 遊ぶ 子 自身の 自発性が どこまで 尊重され ている か、 疑問 
なしとは しません 0 

それに また、 手、 つくり おもちゃの 教室では、 子どもたちの 創造性を 豊かに ずる ことが、 スポ ー 
ッ クラブでは、 からだ、 つくり や チ^  — ムヮ . — クの 大切 さを 教える ことな どが、 目標 視 されが ち だ、 
という こと もい って おきたい と 思います。 遊びは たのしければ それでい いの だ、 遊ぶ こと 自体が 
目的な の だ、 というい さぎよ さが、 失われて しまう のでず。 
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自主性 も あやしく、 なに かの ためにす る 手段と 化して しまった 遊びは、 もはや 遊びとは いえ ま 
せん。 むろん、 日常 的な 約束 ごとから もう ひとつの 別の 世界に、 子どもの、 むが ゆるやかに 解放 さ 
れ ていく、 というもう ひとつの 要素 も、 このような 条件 下では 満たせる とは 思われません。 

実を いえば、 いまの 子は あまり 遊ばない (あるいは 遊べない) という 危機感 自体が、 ぼくは 大い 
に 問題 だろうと 思って います。 遊ばない とか 遊べない とか、 そういう 事実が あるのは 確かです。 
しかし、 それを おとなが 問題に ずると き、 何 か 功利的な 気持が 働いて いるので はない か、 とぼく 
は 怪しんで しまう のでず。 勉強が できるだけで はだめ だ。 からだが 丈夫な だけでは まだ 足りない 0 
子どもは 遊びの 中で いろいろ 大切な ものを 身に つける らしい。 だから 遊びは 大切な のに、 近 ごろ 
の 子どもは …… 。こういう 文脈で、 子どもの 遊びが おとなた ちの 闕 心事に なって きたので はない 
でしょう か 0 

創造性 や 創意 工夫を こらず 力、 あるいは 友 だち との 協調性な ど、 たしかに 遊びの 中で 子どもた 
ちは 多くを 学ぶ でしょう。 けれど、 それは あくまでも 結果と してそう いう 「おまけ」 もつ く、 と 
いう 程度の ことであって、 「おまけ」 のために 子どもを 「遊ばせる」 と 考える のは、 おとなの 傲 
慢 ではないで しょうか。 

ホィジンガの 助けを 借りて ぼくがい いたいのは、 まさに この 点な のでず。 子どもの 遊びは、 子 
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ども 自身が そうした いと 思うた のしみ、 おもしろさであって、 それな 外では ない はずで ず。 日常 
生活の 枠組の 中では 実現ず る ことので きない 「夢の 世界」 を 構想し、 その 中の ヒ ー ロ ー となって 
活躍ず る 「緊張と 歓 びの 感情」 を ともなった 「自発的な 行為」 が 遊び だからで ず。 

「だって、 おもしろ いんだ もん」 そういう 意味では 、ファミコン 遊びは たしかに 遊びと しての 要 
素を ことごとく 満たして いる、 といえるで しょう。 一日 一時間と 制限され たり、 友 だち を よんで 
やって いいのは 火曜日 だけと か、 お母さんに 釘を さされる ことは あっても 、「ファミコンで もや 
ったら？.」 なんて おとなに そそのかされる 子は、 まずい ません。 子どもたちは まさに 「自主的」 
に、 ファミコンに 熱中して いるので す。 そして、 ファミコンを やれば コン ピユ ー タ 時代に 乗り お 
くれないです むだろう し、 反射神経を 養う のに も 効果が あるだろう なんて、 奨励され る こと も あ 
りません。 「あれの  一 〇 分の 一で もい いから、 お 勉強に 熱中して くれたら いいのに ねえ」 などと 
皮肉を 言われる くらいが せいぜいのと ころです。 

「どうして ファミコン やる の？」 と 子どもに きけば、 答えは きまって います。 「だって、 おも 
しろ いんだ もん」 —— 。友 だち よりも 高 得点を 出したい とか、 だれも 知らない 「隠れ キャ ラ」 を 
見つけて やっつけたい とか、 細分 化した 目標は あるで しょうが、 要するに それら ひとつひとつが 
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おもしろさの 核な のであって、 「だって、 おもしろ いんだ もん」： 5 外には 答えよう がない のでず。 
これが、 遊びの 遊びた る ゆえんではありません か。 遊びは なに かの 手段では なく、 それ 自体が 目 
的 だからです。 

日常生活の 中で 体験で きないよ うな 「別の 世界」 に 没入ず ると いう 第一 一一の 要素 も、 キ ノコの 国 
の 王女 ピ ー チ 姫 救出の ためにい のちが けの 旅を ずる マリオに 「なりきる」 こと さえで きれば、 十 
分 満たせます。 

おとなに 誘われ、 おとなに 面倒み て もらって 辛くも 成立ず る手づ くり 教室 やスポ ー ッ クラブに 
くらべたら 、ファミコン 遊びは かなり ましな 「遊び」 だとい える のではないでしょう か。 

ババ ヌキの 生む 興を しかし、 だからといって ファミコンを 与えて おけばず ベて 解かと いう わけ 
では、 むろんありません。 次章 1$ 下での ベる 問題を とりあえず 別にしても 、ファミコンには ファ 
、、、コンの 弱点が あるから でず。 それは 前に ふれた 「代理 機能」 という 点に かかわって きまず。 子 
どもは マリナを 操作し、 マリオに 感情移入 ずる ことは できる けれども、 子どもは マリオに 完全に 
一体化で きる わけではありません。 

この 点に ついては 、ファミコン 遊びを ほかの 遊びと 比較して 検討した ほうがよ いと 思います。 
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ファミコンと 同じ 室内で ずる ゲ ー ム遊 び、 例えば トランプの ババ ヌキと 較べて みまし ようか。 こ 
の 遊びは、 子どもが いちばん 先に 覚える トランプの ゲ I ムで 、ル ー ルは いたって 単純、 『攻略 本』 
なんか 全然 必要ありません。 

それでも 子どもたちと いっしょ に 遊んで いると、 となりから 一枚 カ ー ドを 引き、 自分の カ ー ド 
と 見較べる ときの 子どもの 興奮は、 ゲ ー ムの 進展に ともない 次第にた かまって きまず。 引いて き 
たのが ジョ ー カ ー だったり ずると 大騒ぎで ず。 本当は 素知らぬ顔 をして 自分の 力 I ドに 混ぜ、 早 
くと なりに 引かせた 方が 得な のでず が、 子どもたちは 頭では わかって いても なかなか それが でき 
ない のです。 ジョ ー カ ー の 魔力が、 指を 伝わって 全身に 及んで しまうよ うな 気がず るの かも 知れ 
ません。 引いた 瞬間 あわてて カ ー ドを 手放して しまう 子 さえい まず。 ハラハラと 落ちた ジョ ー カ 
1 がみん なの 視線に さらされて、 爆笑と いう ことに もなります。 

熱が 入って くると、 カ ー ドを 引く 指に も 力が こもりまず。 力を入れて 引こう がそう っと 引こう 
が、 それで カ ー ドの 値打ちが かわる はず もない のです が、 肩の あたりに へんに 力が 入って しまう 
のでしょう。 そうずる と 引きぬ かれる 方の 子 も、 負けん気を 出して カ ー ドを しっかり おさえよう 
としまず。 いきおい 二人は 引っぱり あう かっこう になり、 中腰から ついには 立ち上って しまい ま 
ず。 が 方が ジャン パ ー をぬ ぎず てれば、 もう 一方は 「タン マ！」 を 宣言して 台所に 水を 飲みに い 
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くさ わぎで ず。 

最後に 二人 残って、 その 間を ジョ ー カ I が 行ったり き 
たりず ると もう 大変、 子どもたちは 二手に わかれて 応援 
合戦です。 作戦 会議と 称して 部屋の 隅で ジョ I カ ー を 上 
にす るか 下にず るか かめまず。 カ ー ドを 両手では さむょ 
うにして、 「上 か、 下 か、 どっち？」 と 叫びます。 「上！」 
と 答えて 引いて みると これが また ジョ I カ ー、 部屋 中が 
ヮ I ン となります 0 

魂の 磁場が つくられて こういう 場合、 ババ ヌキを やつ 
ている 「場」 は、 疑い もな く 子どもたちの 遊びの 現場で 
あり、 ひとりひとりの 子どもが 遊びの 主人公で ず。 けれ 
ども ファミコンは そうではありません。 冒険の 現場は ブ 
ラ ゥン 管 上で あり、 子どもは 観客 兼 コント ロ ー ラの 位置 
に 自己 限定せ ざるを 得ない のです。 冒険の 世界は 頭の ょ 
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いおとな によって すでに 完成され ていまず。 「隠れ キャ ラ」 を 発見ず るのは 確かに 大 いなる たの 
しみでず が、 設計者が 隠して おかなかった キャラクタを 見つけだす ことは できっ こない のです。 
遊びの 現場は、 ただ 物理的に 子どもから 離れて いる だけではなくて、 ソフトと いう 商品の 形式を 
とって、 外から 与えられ たものに ずぎ ません。 ヒ ー ロ ー の 冒険 そのものを 作る ことは、 子どもに 
はで きないの です。 

もちろん、 トランプ もまた 商 おとして 外から やってき たもので ず。 けれど、 五一 一一 枚の ヵ ー ドに、 
バ バヌキ なら ババ ヌキの 基本 パタ I ンが プログラムされ ている わけではありません。 ババ ヌキの 
場の 興奮は、 だれから 与えられ たもので もな く、 子どもたちが 自分の 力で 無意識に では あれつ く 
りあげた もので ず。 実際問題、 いまどきの 子が ババ ヌキを はじめて ずぐ、 さっき 例に 示した よう 
な 熱狂を 演じる とは 思えません。 その 日が だれかの 誕生日で、 プレゼント 交換 やヶ ー キヵ ットが 

り、 ごちそう 食べて トラ ンフ でもし ようか、 という ことになる。 なんの ゲ ー ム にず るかさん さ 
ん もめて、 やっと バ バヌキ になった のか も 知れません。 みんなが どういう わけ かひ どく 機嫌が よ 
く、 気分が 自然と 盛り 上って きていた のでし ょうか。 そんなと き ふっと、 プロレス ふうの ババヌ 
キ 大会が 成立して しまう のです。 
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おびの ファ— スト •フ— ド 遊びの 興奮は どんな 場合で も それなりの 手順を ふみ、 時間を かけて 
次第に 煮つ まってい くもの だと 思いまず。 ババ ヌキを はじめる とき だって、 ヵ ー ドを きって 配り、 
だれが いちばん はじめに 引く か、 じゃんけんで きめまず。 こういう 手順の 間に 少しずつ 子どもた 
ちの、 むがつな がり、 まとまって いき、 そこに ひとつの 魂の 磁場と でもい うべき ものを つくり 出し 
ていく ようです。 

ファミコンは、 この 点では 手順が いちじるしく 簡略 化されて います。 ソフトを はめて スタ ー ト 
の ボタンを 押せば、 ずぐ ゲ ー ムが はじまる からです。 外から 与えられる ものが 完璧で あれば ある 
ほど、 遊びの 中枢へ たどりつく 時間は 短縮され まず。 そういう 意味では 、ファミコンは 遊びの フ 
ァ ー スト •フ ー ド だとい える でしょう か。 電子レンジで 一二 分 間 あたためれば ずぐ 食べられる、 あ 
れ です。 

むろん、 これが けっこう おいしい わけで、 手づ くりで 下 ごしら えから 段階を ふんで つくった も 
のと、 そう 遜色の ない もの も 少なくありません。 手づ くり おやつには お母さんの、 むが こもって い 
ると いう 主張 も、 むろん 故な しとし ません が、 ファ ー スト •フ ー ドとの 味 くらべの 際、 その まご 
ころが どんな ふうに 力を 発揮す るかは、 さだかではありません。 
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ファミコンの 限界 遊びを 遊びたら しめてい る 一一 一大 要素と いう 観点から 点検す る 限り、 フ ァミ 
コン 遊びは 子どもの 自主性と いう 点で、 おもしろさの 追求を 自己 目的 化して いると いう 点で、 日 
常 生活の 枠組を こえた 冒険を 疑似 的に 体験 するとい う 点で、 おとな 主導 型の 「よい 遊び」 より、 
ずっと 遊び 本来の 内実を そなえて いる、 とぼく は 思います。 しかし 同時に、 子どもたち 自身が、 
遊びの 場と 熱狂を 自力で つくりあげ ていく 遊びに くらべるなら、 いささか もの 足りない ものが あ 
る、 と 指摘せ ざるを 得ません。 

トランプ 遊びを ずると きで さえ、 大声で 叫び 全身を 駆使ず る 熱狂を、 子どもは 経験す る ことが 
できる のでず が、 ファミコンの 場合、 活躍ず るから だの 部位は ごく 一部に 限定され、 全身 運動に 
はなり 得ません。 全身で 動き回り、 敵を やっつけ、 岩を くだいて 活躍す るのは マリオの 方で、 子 
どもではありません。 

遊びの 興 奪が 次第に 高まって いくと、 子どもの 身体は 熱を 帯び、 躍動 的に なりまず。 声 も 大き 
くなります。 いや、 身体を 躍動 させ、 声を 高める ことによって、 子どもは 興奮ず るの かも 知れ ま 
せん。 それは、 温度が 上る と 分子の 動きが 活発になる という あの 物理 法則の ように 確かな ことで 
ず。 

その 動きの 部分を ブラゥン管に ゆだねて しまったと ころに、 ない もの ねだりを 百 も 承知で いう 
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のです が、 ファミコンは 子どもの 遊びと しては か定 的な 限界を もっている、 という ことになると 
思う のです。 子どもが どんなに ファミコンが 好きで も、 ファミコン 遊び だけでは、 かして 「遊び 
たい！」 という あつい 思いの すべてを 満足させる ことは できないでしょう。 

そういう 意味で、 ブ ー ムは いずれ 沈静 化する し、 その後 ファミコンは 数 ある 遊びの ひとつと し 
て、 安定した 地位を 確保す るは ずです。 それまで じっと 様子を 見守って いたい、 とぼく は 思って 
いまず。 
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S  遐圖 b© 磬 

「外遊び をし なくなった」 もう 少し 子どもの 遊びの 問題に こだわって みたい と 思いまず。 ファ、、、 
コンが 流行して を 会 問題 化し かけた ころ、 「ファミコンの おかげで 子どもたちが 外遊び をし なく 
なった」 という 嘆きが、 よくき かれました。 新聞な どに もそう いう 批判が 載った ように 思います。 

でも、 とぼく は 思う のです。 ファミコンが 出現す る W 前、 子どもたちは 外で よく 遊んで いたで 
しょうか。 子どもが 遊ば なくなった (あるいは 遊べ なくなった) と言われ だした のは、 ずいぶん ま 
えです。 一九と 〇 年代の 中 ごろ、 塾 やお けいこごとが さかんになり はじめた とき も、 「塾が ふえ 
たので 子どもが 遊べ なくなった」 といわれました。 八 〇 年代に 入って ゲ ー ムゥ ォ ッチが 流行した 
とき も、 これが 外遊び の 天敵の ように 言われました。 テレビ や 漫画を 槍玉に あげる 論調を 見かけ 
たこと も ありまず。 ここ  一 〇 年く らい、 子どもの 外遊び を がげ る 要因が 次々 糾弾され たのでした 0 
ファミコンは 最新の 敵と いう わけです。 

ぼくは 思う のです が、 これでは 論理が 転倒して しまって います。 子どもが 外遊び をし なくなっ 
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たから、 ゲ ー ムゥ ォ ッチが 流行し、 ファミコンが ブ ー ムに なった の だ、 と 考える ほうが 自然です 0 
外遊び を 奨励したい 気持は わかる けれど、 それなら なおのこと、 どうして いまの 子が 外遊び に 熱 
、むで ない のか、 よく 考えて みなければ なりません。 ゲ ー ムゥ ォッ チの せいだ、 ファミコン のせい 
だ、 という 言い方は おとなた ちの 安易な 責任転嫁ではないでしょう か。 おもちゃ メ ー ヵ ー の 貴 任 
だと 叫ぶ ことで、 おとなた ちは 自分自身の 子どもの 遊びに かかわる 責任を 回避して いるよう に、 
ぼくには 思える のでず。 

を 地が なくなった 子どもが いつごろから、 どういう わけで 外遊び に 熱中し なくなった のか、 

は 必ずしも はっきり わかりません。 個別 的な 原因 や 社会 全体の 動向な どが 複雑にから みあいな が 
ら 、子どもの 生活に 構造 的 変化を もたらした のでしょう し、 しかも 地域に よって 事情は それぞれ 
異なる わけで、 大ざっぱな 因果関係の 類推く らいでは 解明で きないの でず。 

それでも、 ずで に 多くの 人たち が 指摘して いる 次の S 点は、 外遊び が むずかしく なった 基本的 
な 要因と して 考慮に 値い しまず。 まず 第一に、 遊び場が 少なくな ったこと でず。 とくに 都市部で 
は 新興 開発 地 もふくめ、 住宅が 過密に なり、 子どもの 遊びに かっこうの 空地が なくなって しまい 
ました。 車は 飽和状態で 住宅地の 路地に も 入って きます から、 ここ も 遊べません。 公園と か 化 童 
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館と か、 改めて 子どもの 遊び場 づ くりがず すんで いまず が、 おとな 社会が 子どもから とりあげて 
しまった ものの 大きさに くらべる と、 焼け石に 水と いったと ころで しょう。 

それに 公園な ど 公共施設には 「ボ ー ル 遊びは いけません」 とか、 とかくき まりが 多い もので ず。 
巧 童 館には 職員が いて、 安全性 やら なにやらを チ ユックして いまず。 むろん 注 恵 書き も 職員の 監 
督も 善意に 発する もので ずが、 例の 子どもの 自発性、 自主性と いう 点に ついては、 うっとうしい 
障害に なりかわません。 自由に のびのびと、 多少の 放 巧と 危険を ふくみながら 子どもが 遊ぶ 場所 
という ことに なれば、 空地が 最高で ず。 それが 日本 全 止から 消えつつ あると いうのは、 確かに 大 
問題で ず。 

たしい 子どもたち 第二に 指摘され るのは、 このごろの 子どもは やたら 忙しくて 遊ぶ 時間が た 
っぷ りない、 という 点です。 これ も 確かでしょう。 塾 やお けいこごとが さかんになった し、 学校 
からの 帰宅が 遅く なった ところ も 地域に よっては あるよう でず。 それに スポ ー ッ クラブに 参加す 
れば 、自由き ままに 近所の 仲間と 遊ぶ 時間は ますますなくなります。 

共働きの 家庭の 低学年の 子どもは、 学童保育 クラブに 行きまず。 その 内容は むろん 遊びで しょ 
うが、 おとなの つきそいが ありまず から、 これ も かつての 外遊び のよう な 闊達 さはありません。 
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こうして みると、 子どもが その 日 その 日の 気分で 好きな ことを 好きな ように やれる まとまった 時 
間は、 夕食後の 二、 一一 一時間し か 残って いない わけで、 夜では 外遊び は 無理と いう ものです。 

遊び 集団が 崩壊して さらに 第 S の 指摘は、 遊ぶ 友 だち がいない (少ない) という 問題です。 塾 
やお けいこごとに 通う 子が ふえれば、 なるほど 家の 近所の 遊び 集団が 崩壊し ます。 テレビ や 漫画 
に 夢中になる ことで、 家庭の 中に 閉じこもる という 傾向 も 強まります。 交通事故を はじめと する 
危険が ある 外を フ ラフラす るより、 家の 中に いて もらった 方が 安、 むで きる、 という 親 も ふえてき 
ました。 遊び仲間が 誘い合う という 関係が 切れて しまう と、 たまに 暇が できても 家から 出て いき 
たがらなくなる でしょう。 また、 遊び場が 残って いれば、 そこが 一種の たまり 場と して 機能して 
くれる ので、 数は 少なく なった とはいえ、 子どもが 集まって くる 可能性 も あるので ずが、 第一の 
指摘に 見られる とおりの 状況で ずから、 友 だち 同 ± の 接触の チ ャンスがない という こと もい える 
と 思います。 

ゲ—ム ウォッチの 流行 こうして、 とにかく 子どもたちの 外遊び は 減少の 一途を たどって きたの 
でした。 S つの 要因は それぞれ 関連し 合って、 ス ヶジュ ー ルに 追われる か、 家の 中に 閉じこもる 
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かの 生活 スタィルを、 子どもたちの 日々 に 定着 させて しまった のでず。 

そして、 こういう 日常に なって みると、 ファミコンの ような ひとりで できる ゲ ー ム遊 びが 子 ど 
もの、 むを 強く とらえる のは、 ほぼ 必然で ある、 とぼく は 思いまず 。ファミコンの まえには ゲ ー ム 
ウォッチが 大 流行し ましたが、 ぼくが やって いた 塾の 子ども も あれを 持って きて、 ピコ ピコ やっ 
ていました。 友 だち と 得点を きそいあい、 自分の 最高点を のばそうと、 暇 さえ あれば ピコ ピコで 
ず 0 

何年 まえだった か、 夏休みの 終り 近く、 仕事で 大阪へ 行った 帰りに 新幹線に 乗りました。 本を 
読んで いると、 例の 電子音が 聞こえて きます。 それ も 一種 類では ないようです。 ぼくは トィレに 
行った ついでに、 一輛の 中に 何人 ゲ ー ムウ ナッ チを やって いるか 数えて みたので ずが、 その 数は 
一 〇 人を 軽く こえて いました。 漫画を 読んで いる 子が 二人い ました。 眠って いる 子 もい ましたが、 
その 数は ゲ ー ムウ ォ ッチで 遊んで いる 子の 半分く らいだった と 覚えて います。 

ピコ ピコ やって いる 子のと なりでは、 両親ら しい おとなが 眠り込んで いました。 旅の 終りで く 
たびれ ていたので しょう。 親子で おしゃべ りして いるのは 一組 も おりませんでした。 

ぼくは そのと き、 ゲ ー ムウ ォ ッチの 正体を 見た ような 気がしました。 あれは 退屈し のぎの 道具 
だった のです。 遊び道具、 つまり おもちゃで あるのは 間違いな いのでず が、 あれで 体験で きる 遊 
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びの 質は、 要ず るに 退屈し のぎな の だ、 と 思いました。 おとなが 電車の 中で 読む 週刊誌 や、、、 ステ 
リ ー の 役割を、 あの おもちゃは 果していた のではないでしょう か。 

おとな 社会の 黃任 さっき、 外遊び を危 くして いる 一一 一つの 要因に ついて 書きました が、 これと 
対比して みれば、 ゲ ー ムウ ォ ッチの 時代 性が 巧ら かになる はずで ず。 つまり、 遊ぶ 場所が なくな 
った、 まとまった 自由時間がない、 友 だち がいない という 一一 一つの 制約を、 ゲ ー ムウ ォ ッチは もの 
のみ ごとに クリアした のでした。 場所なん か どこでも いい。 新幹線の 中 だってい い。 ベッドの 上 
でもい い。 それに、 最低 一時間は やらない とこの 遊びの おもしろさは わからない、 という もので 
はない から、 こまぎれの 時間で もい とも 気輕 にやれ るので ず。 友 だち はもち ろん いらない。 新 幹 
線の 風 景 は、 ゲ ー ムウ ォ ッチで 遊んで いると いうより、 ゲ^ ~~ ム ウォッチと 遊んで いると いった 方 
が 適切だった ように 思える のです。 

とずれば、 ゲ ー ムウ ォ ッチの あの 流行は、 まさに あのような ものを 子どもが 待ち望ん でいた、 
待ち望まずに はいられなかった 状況の 結果だろう という ことになります。 ゲ ー ムウ ォ ッチを 開発 
したお もちゃ メ ー ヵ ー の 責任より、 一一 一つの 遊びの 要件を 破壊して しまった おとな 社会の 寅 任の 方 
が、 はるかに 重い はずで ず。 
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なぜ 寿命が 短かった のか しかし、 ゲ ー ムウ ォ ッチの 流行は 短命でした。 一個 五 000円 近く 
(ちょうど、 いまの ファミコン •ソフトの 値段で ず) したお もちゃが、 いまではもう 影 も かたち も 
見られません。 電池が 切れた のが 縁の 切れ目だった のでしょう が、 まだ 全然 こわれて いないの が 
子どもたちの 机の ひきだし や おもちゃ 箱の すみに 残って いるか も わかりません。 

それにしても、 なぜ あれほど 寿命が 短かった のでしょう か。 各社が 競争で 開発し、 次から 次と 
発売され た あの 飽和 感が 、寿命を 縮めた 感じ もしまず が、 基本的には 一個の ゲ ー ムに 組み こまれ 
た プログラムが 単純で、 同じ パタ ー ンの 反復で 得点を 重ねる ことに、 あきが きて しまったからで 
しょう。 しかも 高度に 完成した 遊び道具 だから、 ほかの 遊びは できません。 将棋み たいな ものな 
ら 本格的な やり方な 外に 回り 将棋と かは さみ 将棋と か 「邪道」 の 遊び 方が あるけれ ど、 ゲ ー ムウ 
ォッ チには それがなかった のです。 

ゲ ー ムに 習熟して、 なんなく 最高点に 到達 できるようになると、 もう おもしろく なくなって し 
まいます。 それで また 別のを 買う ことになるの だけれ ど、 習熟までの 時間は 経験の 蓄積が あるか 
ら 短縮ず る。 パタ ー ンも それほど バラ ユ ティがなかった から、 ス ー ッと 子どもの 心が 冷えて いっ 
たの だと 思います。 そういう 意味では、 ゲ ー ムウ ォ ッチは 消費 的な おもちゃでした。 制作 者が 提 
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示した 仕掛けに 子どもが 挑戦し、 くりかえし くりかえ しやって いくうち、 技術が 向上して 高 得点 
が とれる ようになる というのは、 仕掛けを 消費す る ことで ず。 消费 しきって しまう と、 もうな に 
も 残りません。 次から 次へ 新作を あさってみ たもの の、 そういう 消費 拡大には 自 ずと 限度が あり 
ました。 買った ときの まま おもち ゃは こわれずに 残って いるのに、 その 中味は もう 子どもには 意 
ホの ない ものに なって しまった のです。 

退屈し のぎの 道具 ゲ ー ム ゥォッチに くらべる と、 ファミコンは はるかに 高度で ず。 プロ グラ 
ムの 性格 もちが うし、 「隠れ キャ ラ」 やらな にやら、 子どもを 挑発ず る 要素が たくさん あって、 
得点に こだわら なくなっても、 魅力は 消え失せません。 最後の 最後まで プログラムを きわめても、 
「もうあき た」 とは、 まだ 子どもは 言いません。 ソフトの バラ ユ ティ も 藍 富 だし、 キャ ラ クタ ー 
の デザィン、 動き、 音楽な どに も 工夫が こらされ ていて、 この 点で も 液晶 表示に ずぎ なかった ゲ 
1 ム ゥォッチとは 較べ ものに なりません。 

しかし、 較べ ものに ならない のを 承知で 較べて みると、 ファミコン もまた 高度 化した とはいえ 
退屈し のぎの 道具の 範 曝からは 出て いないの ではない か、 とぼく には 思える のです。 遊び場、 ま 
とまった 自由時間、 友 だち をす ぐには 調達で きない 子どもの、 日々 の 退屈し のぎには もってこい 
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です が、 ただ それだけでは ないか、 という 気がします。 退屈し のぎの デラックス 化 —— ひとこと 
で いえば、 ファミコンは そういう おもちゃな のではないでしょう か。 

ファミコン にも 寿命が… たしかに 、ファミコンの 場合は、 ひとりひとり 違う ゲ ー ムを ピコ ピコ 
やって いた ゲ ー ムゥ ォッ チとは 違って、 一二、 四 人で いっしょに 画面を みつめて います。 うまくい 
けば 「やった ね！」 と 歓声を あげ、 妙な キャ ラ クタ ー が 出れば 大騒ぎし ます。 新しい ソフトに と 
りくんで いると きは、 ひとりが 記録係に なり、 また ひとりが 相談役に なったり もします。 操作の 
しかた 自体が 遊び 化して いる わけです。 

けれど、 その ソフトを 知りつ くして しまう と、 ある 子が コント ロ ー ラー 号 を 操作し ている 最中、 
コント ロ ー ラ ニ号を 使う 番の 子が、 漫画を 読み ふけっている、 なんて こと もめず らしく はあり ま 
せん。 中、 むは テレビの 画面、 子どもたちの 代理と して 活躍ず るヒ ー ロ ー の 側に あるので ず。 

とすれば 、ファミコンに もまた 寿命が あると 知るべき でしょう。 デラックス 化した 分 だけ、 む 
ろん 寿命は のびると 思いまず。 あとで ふれまず が、 ファミコンの 機能を 最大限に 発揮させる 新し 
い タィプの 機器 も 売り出され ましたし、 ゲ I ム W 外の 用途で も 開発がず ずんで いまず。 しかし、 
いまの ような 熱中は いずれ 終る はずで ず。 なぜなら 、ファミコン もまた 消費ず るし かない 遊び 道 
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具 だからです。 厳密には 消費され るのは ソフト だけで ずが、 その 経験の 総量は、 いずれ ファ ミコ 
ン 文化 全体を も 消費 的に 「食べつ くす」 ことになるでしょう。 

ひろびろとした 遊びの 世界へ 退屈し のぎ だってなん だって、 よりお もしろ いもの、 より デラ ッ 
クスな ものが いいに きまって います。 ファミコンに 子どもが 熱中ず るのは、 それだけの 魅力が あ 
るからで、 ぼくは そのこと を 認める のに やぶ さかではありません。 

ただ子 どもの 文化 全体を 考える と、 退屈し のぎの 部分 だけ デラックス 化しても、 そのたの しさ 
は、 別種の 遊ぶ たのし さの 代用には ならないだろう、 という 点は、 いくぶん 辛い 気持で 確認して 
おきたい のでず。 仲間が 群れを なし、 大声で 叫びながら 走り、 跳び、 獻る といった あの 興奮、 だ 
れ かに 前もって プログラムされ たもので はなく、 自分たち でつくり あげる たのし さ、 もう 一回 同 
じこと を やろうと 思っても かしてく り 返しが できない あの 興奮に、 ぼくは、 はっきり いって 未練 
が あるので ず。 

それは 時代遅れの 郷愁で しょうか。 もう 子どもたちを ひろびろとした 遊びの 世界に 解放ず る 道 
はない ので しょうか 。ファミコンを とりあげて しまえば、 そういう 遊びに 子どもの、 むが 向く とい 
う ほど、 ことが 単純で ない ことは おわかり だと 思いまず。 
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遊びたい 場所が 「遊び場」 子どもたちが、 自分たち で 魂の 磁場と でもい うべき 遊びの 世界を つ 
くりだず ことに 消極的に なり、 消費 型の 遊びに とびつく ようになった のは、 確かに、 さきほど か 
ら のべて きた 一二つ の 要素 —— 遊び場、 自由な 時間、 友 だち が 乏しくなった ことに 起因して いるに 
違いありません が、 それだけで はない、 とぼく は 思って いまず。 一一 一つの 要素と いうのは、 いわば 
物理的な 条件です。 物理的な 条件に 制約 されても、 さらに それを のりこえ ていく だけの 力が 子 ど 
もたち にあれば、 遊びの 復権 もまた 可能な はずな のです。 

例えば、 「遊び場がない」 というと、 おとなは ずぐ 空地 や 原っぱがない ことを 嘆き、 旧 ル 童 公園 
をつ くるべき だ、 と 主張し ますが、 実際のと ころ 公園が できれば、 子どもたちが 自然に 群れて 遊 
ぶようになる、 という ほど 事態は なまやさしく はありません。 「ここが みんなの 遊び場で ず」 と、 
おとなに しつらえて もらった 場所は、 とかく 子どもには 遊びに くいもの でず。 遊び場とは、 機能 
的に 区切った ある 区域の ことなので はなくて、 子どもたちが ここで 遊びたい、 と 思った 場所の こ 
とだから です。 

はじめに 場所が あるので はない、 といっても いいでしょう。 昔の 子どもは 専用の 遊び場 なんか 
なにも 与えられなかった けれど、 あらゆる 場所を 遊び場に したので した。 道路に せよ 空地に せよ、 
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子どもは そこを 一時的に 不法 占拠した のでず。 子どもが 遊ぶ ところが 遊び場な のであって、 子 ど 
もの 遊びの ために おとなが 用意ず る 空間は、 その 一 候補と いうに すぎません。 この ズ レは 重大で 
す。 

場所 も 時間 も、 をい とる もの 遊び場がない というのは、 子どもが 一時的に 占拠し ように も その 
余地が 残されて いないと いう ことで しょうが、 同時に、 子どもの 方に も、 与えられた 場所な 外の 
ところを 占拠せ ずには いられない ような、 情熱と いうか エネ ルギ I という か、 そういう ものが 不 
足して いるので はない か、 とぼく には 思える のです。 

自由な 時間に しても そうでず。 「さあ、 いまから S 時間、 なにを やっても いいよ」 とおと なに 
保障され なければ 遊べない というの も、 おかしな 話ではありません か。 塾が あっても、 おけい こ 
ごとが あっても、 子どもたちが 本当に 遊びた ければ、 なんとか 遊ぶ 時間を ひねり 出ず はずで ず。 
集団で サボるな どの 非常手段を とる こと だって、 いざと なったら できる でしょう。 場所 も 時間 も、 
もともと 与えられる ものではなくて、 奪いと る もの、 かすめとる もので ず。 そういう 意欲を 共有 
できる 相手の ことを 仲間と いうので すから、 「友 だち がいない から 遊べない」 というの も、 大い 
なる 転倒と いうべき でしょう。 
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物理的な 条件の 惡化 にもかかわらず、 それを はわの ける 力が 子どもに あれば、 外遊び はそう か 
ん たんには ず たれなかった はずで ず。 子どもの 遊びを おびやかして いるものの 正体は、 もっと、 む 
理 的な ものでは ないか、 とぼく は 思う のです。 

大雪が 校庭に 積もった 日に 数年 まえ、 関東 地方に めずらしく 大雪が 降りました。 一 冬に  一 〇 回 
な 上 も 積雪を みるな どと いうのは、 東京 近辺では めずらし いこと でず。 あのと き、 一面の 銀世界 
と 化した 校庭に 出て 遊ぶ ことを 禁止した 学校が、 いくつ も ありました。 埋 由は 三つ ありました。 

一つは 子どもが 雪を 踏み かためる と、 とけに くくな り グラゥンド •コンディションの 回復が 遅れ 
るから、 二つ目は、 昇降口が ぬれて 巧れ るから、 一二つ 目は、 すべって ころんで ヶガ をず ると 危い 
から、 だそう でず。 

ぼくは、 そういう 学校を いくつか 見て 回りました 。校門から 正面 ま 関までは きれいに 雪 かきが 
して あるの だけれ ど、 広い 校庭には、 足 あと ひとつない のでず。 風が 吹く と、 アスピリン のよう 
に 舞い 上った 雪が キラ キラ 輝いて いました。 ぼくは、 胸の 奥が キリ キリ 痛みました。 あの 雪を 見 
て、 子どもたちは なんとも 思わなかった のでしょう か。 ふん わり 降り 積った 一面の 雪は、 子ども 
たちに 「おいで、 おいで！」 と 挑発して いたは ずで ず。 その 自然の 挑発 力より、 先生の 「いけ ま 
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せん」 という 抑止 力の 方が 強かった のでしょう。 

子どもの、 むの 中で、 雪の よびかけに 応えたい 気持と、 先生の 言いつけを 守ろうと する 気持が 争 
ったに 違いありません。 そして、 先生が 勝った のでした。 おとなの 禁止す る 力は、 子どもに とっ 
ては かなりの 重圧な のです。 

干渉され ぬ 遊びへの 逃た 子どもたちの 遊びたい という 情熱、 エネ ルギ I を 弱めて いるのは、 例 
え ば このような おとなた ちの 禁止 や 制限の 多 さなので はないで しょうか。 あれを しなさい、 これ 
をしなさい、 あるいは、 あれを しちゃ だめ、 これを しちゃ だめと いう 子どもへの 注文は、 毎年、 
いや 毎日 ふえつ づけて いるよう に 思えます。 子どもたちの 自由 裁量の 領域は、 どんどん せばめら 
れ ていきます。 

自主的に 、時間と 手間を かけて 遊び 世界を つくりあげて いくため には、 子どもたち はまず おと 
なと たたかわなくて はなり ません。 親 や 先生の いう ことを まともに 守って いたら、 心 ゆく まで 遊 
ぶこと など 思い もよりません。 物理的 制約を 突破ず る 遊び 欲求 そのものを、 おとなた ちは 長い 時 
間 かけて、 子どもから 奪って きたので はないで しょうか。 

そうして おきながら、 遊べ なくなった 子どもを 嘆き、 遊びを 教えなくて はと か、 集団を つくら 
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せなくて は、 とお 節介を やくので ず。 ほっといて ほしいと 願う 子どもは、 おとなの 干渉し にくい 
遊びに 逃げ込んで いきます。 ゲ I ムゥ ォ ッチから ファミコンへ という 退屈し のぎ 型 文化の デラ ッ 
クス 化は、 こういう 逃 t の 道行きと 見 あってい るよう な 気がします。 

高額の 商品を 買っても らう、 という かたちで、 子どもは 無意識の うちに おとなに 報復して いる 
のか も 知れません。 雪 や、 そのほか さまざまな 子どもを 挑発す る おもしろ そうな ものに、 子ども 
は 鈍感に なり、 おとなの つくりあげた 秩序を おびやかさず、 巧さず、 ヶガ もしない 「よい 子」 に 
なります。 だからせ めて、 おとなた る もの お金を 惜しんで はいけ ない の だ、 というの が 子どもの 
言い分な のか も 知れません。 

とずれば、 退屈し のぎの デラックス 化と 対抗ず るた めには、 おとなは まず 子どもとの 関係の 調 
整に、 もっと、 むを くだく 必要が あると いうべき でしょう。 おとなの 禁止 や 制限を のりこえる 方法 
を、 おとなが 子どもに 教える わけには いきません。 ぼくたち おとなに できる ことは、 よりよ い 環 
境を 子どもに 与える ことではなくて、 子どもを 子どもたら しめてい る 好奇、 む や、 挑発に のりやず 
い 軽薄 さを、 認め、 愛ず る ことで ず。 遊び場を 与える のではなくて、 少なくとも それだけ ではな 
くて、 あらゆる 場所を 彼らが 遊び場と して 占拠ず るのを 許ず ことで ず。 それが できなかった から 
こそ、 テレビの まえの 一画に 子どもを 追い やって しまったので はないで しょうか。 
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4  f% 家 snA 奪® V 憂 親羣諭 

六 五 〇 万 台 も 売れた 不思議 ファミコンは 家庭の 中に ある もので ずから、 当然、 監督と いうか 配 
慮と いうか、 そういう ことは お母さんの 仕事に なると 思います。 次に、 ファミコンを めぐる 親子 
関係に ついて 考えて みます。 もっとも 、ファミコン それ 自体には 親の 参加を 要請ず る 要素は ない 
わけ だから、 本来の 親子関係の 中に ある 矛盾 や 問題点が 、ファミコン という 新しい おを の 登場に 
よって きわだって くる、 見直される、 という ことにず ぎない のでし ょうが。 

参加の 要請が まったくない とはいえ ません。 一万 五 000円 近い ものです から、 子どもが おこ 
づ かいを ためて 買う には ちょっと 手が あまります。 親が 買って やった わけで、 いわば そこから ず 
ベての 問題は 始まって いるので ずから、 親の 役割は 重要で ず。 ソフト ひとつ、 小学生の 手に おえ 
る 値段ではありません。 

任天堂に 問い合わせた ところ、 一九 八 一二 年 七月に 発売され た ファミコン 本体は、 今年の 二月 末 
までに 六 五 〇 巧 台 売れた そうでず が、 年度 別にず ると、 八 一二 年は 七月から 十二月までで 四 四 巧 台、 


n 


画 
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八四年は 一 年間で 一 六六巧台、 八五年は同じく一一一七〇巧台、 今年は 一 ^二月だけでと〇巧台とい 
う 数字に なりました。 昨年の 後半から 今年に かけて 二 〇〇 万 台 1$ 上 売れた ようで ず。 発売ず ると 
き 任天堂が かかげた 目標が 五 五 〇 万 台だった という ことです から、 メ ー カ ー の 予想を 上回る ブ ー 
ム になった わけです。 

一巧 四 八 00円 というのは 、おもちゃ 一個の 値段と しては かなり 高い はずです。 ソフトが ひと 
つもなければ なんの 役に も 立たない の だから、 その 分を 入れれば 一一 万円で ず。 にもかかわらず 売 
れに 売れた のが、 ぼくには 少し 不思議で ず。 

メ ー カ ー 側の 話に よれば、 そして コン ピユ I 夕に 詳しい 人 も 同意ず るので ずが、 ファミコン 本 
体の 値段は、 その 内容から ずると そんなに 高くない の だそう です。 その 約  一 〇 倍く らいの 値段で 
売り出され ている パソコンと、 内部の メカニズムは 遜色ない らしく、 いって みれば 「お 値打ち 品」 
なので ず。 だから こそ、 あとで ふれる はずの 用途の 拡大 も 可能になる わけで ずが、 しかし、 子 ど 
もに ねだられて、 しようがない 買って やる かと お金を 出した 親が どれ だけ、 その 「お 値打ち」 に 
気づいて いたで しょうか 〇 コン ピユ ー タ なんて 名 まえば かりで、 ただの ゲ ー ム機じ ゃない か、 と 
買って やってから 後晦 した 人 だってい るく らいで ず。 
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巧と 子の® 巧 いったい なぜ こんなに 売れた のかと いえば、 子どもが 熱む にね だりつ づけた か 
ら だ、 と 考える しかありません。 昨年の 話で ずが、 秋に 九 歳の 誕生日を 迎える 子どもが、 誕生日 
プレゼントの 前渡しと いう ことにして、 夏休み まえに 買って もらった、 という 話を ききました。 
クリスマス •プレゼントの 前渡しを 求められた 季節は ずれの サンタの 代役 も、 きっと たくさんい 
たこと でしょう。 この種の 熱、 むさに おとなは 弱い のでず。 

それに 「A ちゃん、 B ちゃん も 持って いる」 とか 「クラスの 男の子で 持って ない のは、 ぼくと 
あと 二人 だけ だよ」 とか、 子どもの 親への 訴え も、 時の 経過と 共に 強まって いきました。 はじめ 
はダメ といって いた 親 も、 いろいろな ところで 辱を 耳に すると、、 むが 動いて きます。 そして 実際、 
毎日 毎日 ファミコンの ある 家に わが 子が 遊びに 行く という ことになると、 母親は 行き先の お宅の 
お母さんに 対して、 肩身が せまいと いうか 負い目を 感じる という か、 そんな 微妙な 心境に 追い こ 
まれて いきまず。 

でず から 昨年の 秋 W 降、 爆発的に 売れ行きが のびたの も 当然でしょう。 子 も 親 も 流行に 弱い の 
でず。 子どもに モノを ねだられた とき、 親は いつもい つも 聞き入れて やる わけには いきません。 
親と 子が 衝突す るのは 両者の 価値観が 違う のでず から、 いわば 当り前の ことで ず。 子どもは おも 
しろい、 やりたい の 一点 ばりです。 それに 対して 親は いろいろと 抵抗ず る わけで ずが、 その 抵抗 
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の 要因と なる もの、 あるいは 根拠は、 ① 値段が 高ず ぎる、 ② もったいない (不要で ある)、 ③ 危険 
である、 ④ 教育 上 好ましくない、 の 四 点ぐ らいでは ないか、 とぼく は 経験 上 考えて います。 むろ 
ん 、これは 無理に 整理した もので ずから、 いくつかが 複合ず るの がふつ うでず。 そして、 もっと 
大きく なったら とか、 あれを 買って あげる からが まんしなさい とか、 妥協点を みつける こと も あ 
るし、 いよいよ 買って やらねば ならない というと きは、 「そのかわり 勉強 もしっ かりやる のよ」 
と 取引き じみた 条件を つける こと も ありまず。 

メ ー ヵ ー としては、 子どもの 喜びそう な ものを 開発しても、 親の 抵抗 要因の 大きい もの だと 売 
りに くいので、 開発 中に もこの 点に かなり 気を 配る ようで ずし、 売り出ず 段階では 予想され る抵 
抗を あらかじめ 封 じる ような 商品 情報 (宣伝) を 流しまず。 

「おもしろくて ためになる」 かつて 講談社の 絵本の 宣伝 コピ ー に 「おもしろくて ためになる」 と 
いう フレ ー ズが 使われました。 絵本で ずから、 まず おもしろくなくて は 子どもを ひきつける こと 
はでき ない。 けれど、 おもしろい だけでは 親が 財布の 紐を ほどく とは 限りません。 そこで、 お金 
を 出ず のは 親です から、 「ためになる」 と 親の 泣き所を ついた のでしょう。 巧妙で ず。 巧 秒な だ 
けで なく、 子ども 向け 商品の 固有の 性格を 備 潔に 表現して いる ことば だと 思いまず。 
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ファミコン •ブ ー ムを ぼくが 不気味に 感じる のは、 こういう 親と 子の 価値観の 相違に 基づく 衝 
突が、 このごろ あまり おこら なくなって しまった のでは ないか、 と 思えて ならない からでず。 一 
巧 四 八 00円 という おもちゃの 値段は、 おとなた ちの 間で もう 少し 抵抗を ひきおこ すので はない 
か、 テレビを つかった ゲ ー ムと いう 遊び 方に 異和感 を 感じる 人が もっと 多い のでは ないか、 危険 
というのは 言いす ぎと しても 目に悪いの ではない かな ど、 からだの、 む 配を する 人 もい るは ずでは 
ないか、 そう 思って いたた め、 六 五 〇 巧と いう 数字は ショックでした。 

いくつかの 抵抗は あった けれども、 よく 考えて みたら それは 杞憂に すぎない もので、 納得で き 
たから 喜んで 買って やった —— こういう 誌 解が できて いれば、 それは むろん それでい いのでず が、 
六 五 〇 巧 家庭の 親が みんな こんな ふうに 納得ず くだった とは 到底 信じられません。 

流行の 呪縛 力 どのような 確信 も 納得 もない ままに、 子どもの 喜ぶ 顔が 見たくて、 親たち はな 
しくず し 的に 抵抗を 解いて しまったので はないで しょうか。 でも、 そのと きもし わが 子の 周囲に 
だれも ファミコンを 持って いる 子が いなくても、 そうした でしょう か。 買い 与える とき、、 むの ど 
こかに 「みんなが 買って やって いるの だから、 そんなに 悪い ものではないだろう」 という 思いが 
あった のではないでしょう か。 
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「みんなが 持って いるのに、 うちの 子 だけなくて は かわいそう」 という 気持とは、 これは 少し 
違います。 そういう 気持と 重なりながら、 商品の 質的 吟味、 子どもの 生活に とって それが どうい 
う 意 ホを もつ か 考える ことを 放棄して しまう 麻薬 的 効果を、 流行は 持って いまず。 子育てと か 家 
庭 教育まで が 流行に 流されて しまう のは、 あまりい いこと だとは ぼくには 思えません。 六 五 〇 巧 
台と いう 数は、 しかし、 そういう 流行の 呪縛 力なし には 考えられないので はないで しょうか。 

買って しまって 現に わが 子が 毎日 やって いると いう 家庭では、 いまさら 「どのよう にして 買っ 
て やった か」 を 反省しても はじまりません し、 ぼくは 別に 反省を うながしたくて こんな ことを 書 
いている のではありません 。ファミコン という 新しい 遊びを ひとつの 契機と して、 親が、 子ども 
について、 子どもの 文化に ついて、 子どもとの 関係に ついて 考えて みる 必要が ある、 といいたい 
のでず。 

口— テ— ショ ン方ま たとえば、 こんな 話が ありまず 。ファミコンに 熱中して ほかの ことは ず 
ベて 上の空と いう わが 子の 状態を、 む 配した お母さんが、 子どもと 話し合って 「一日 一時間」 と 遊 
ぶ 時間を 制限し ました。 子どもは あっけない くらいかん たんに 「いいよ」 と 答え、 実際 そのと お 
りに なりました。 一時間た つと、 いっしょに 遊んで いた 子と 外に 行きます。 
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外で サッ ヵ ー を やって いたわけ ではありません。 彼は ちゃんと ソフトを 持って 出て、 友 だち の 
家に 行った のです。 主 曜日は 一一 一軒 回って 帰って くると、 ちょうど 夕飯な の だそう でず。 結局、 そ 
の 子は 一日に 二 時間から 一一 一時間、 毎日 やれる わけで ず。 

友 だち が やってきて みんなで 遊ぶ 曜日を きめた お宅 も ありまず。 あの 電子音が お母さんの 神経 
にさ わる、 という こと も あった ようです。 その 家の 子 も、 自分の 家で やれない 曜日には、 ソフト 
を もって 出かけて いきました。 友 だち の グル ー プで 月曜日は だれの 家、 火曜日は だれの 家と 塾の 
ス ヶジュ ー ルを ぬって 当番 表を 作り、 それに 基づいて 巡回ず る わけで ず。 

親の 不 をを 伝えよ 講演会に 行った 先 ざき で お母さん 方に きいて みたところ、 この ロ ー テ I シ 
ョン 方式と でもよ ぶべき 要領の よさは、 どこの 地域の 子どもに も 共通して いました。 それを ほほ 
えまし いと も、 やる もんだ なと も、 ぼくは 思う のでず が、 一方、 親の 方の 問題と して 考える と、 
ちょっと 腑に 落ちない ところがあります。 お母さんは、 目を 酷使したり、 座り っぱなしで ひとつ 
遊びに 熱中して いるのに 不安を 感じた からこ そ、 時間 や 曜日を 規制した のでした。 でも、 ロ ー テ 
1 シ ョン 方式を とられれば、 この 親の 配慮は 結局のと ころ 反故にされて しまう のでず。 場所が か 
わった だけで、 子どもの やる ことは 同じな のです から。 いみ じく も、 ある お母さん はこう 言い ま 
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した 0 

「私の 目の まえで やられなければ、 そう 気にならな いんで ず。」 

気持は よく わかりまず。 それに、 近所の 親たち が 集まって ロ ー テ ー シ ョンつ ぶしの 相談を ずる 
などと いうの も、 なに か 弾圧め いていて、 おもしろくありません。 しかし、 きわどい ところな の 
でず が、 制限す る U 上は、 そうせずに はいられない 親の 不安を、 子どもたちに しっかり 伝えて お 
かなくて はまず いように、 ぼくは 思う のです。 ロ ー テ ー ション 方式で 親を あざむい たと 得意に な 
ってい るの ならいい けれど、 子どもは、 親が 自分が 毎日 ファミコンを やって いるな と 感づいて い 
るのを、 知っています。 それでも 文句を 言われな いの だから、 これでい いんだ、 と 思う でしょう。 
不安が 不安と して 伝わって いかない のです。 このへんのと ころは、 別に ファミコンに 限った こと 
ではない のでず が、 親た る もの、 もう 少し しっかりず べきではないでしょう か。 

「しっかり」 というのは、 制限を 徹底させる という 意味ではなくて、 自らの 不安と もう 少して 
いねいに つきあう という ことです。 またしても 「どこの 子 もやって いるんだ から」 という 安、 む感 
で、 不安を やわらげて しまって いると したら、 ちょっ と 危うい と 思う のでず。 

ファミコンの おかげで 「よい 子」 に？  ついでに いえば、 ファミコンを 買って やって から、 部屋 
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を 散らかさ なくなった とか、 親に うるさく まとわりつく ことが なくなった とか、 勉強 もす すんで 
やる ようになった とか、 友 だち と 遊ぶ ことが 多く なった とか、 そんな ふうに この 遊びを 積極的に 
評価して いる お母さん にも、 考えて ほしい ことがあります。 もちろん 、ファミコンの おかげで 
「よい 子」 になった のは 歓迎すべき でしょう が、 ぼくは そういう 話を きいて いて、 どこか ひっか 

かるので ず。 

子どもが おもち ゃなり なんなり 
を 散らかして、 かたづけ ようとし 
ない の だと ずれば、 それは 本来 フ 
ァミ コンな しでし つけるべき こと 
ではない のでしょう か。 家族 全員 
で 使う 共ち スぺ ー スを 、わがもの 
顔で 乱雑に 使う のは、 こまった こ 
とです。 そのこと で 迷惑ず る 親は、 
ねばり 強く 子どもに そのこと を教 
えるべき です。 
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と 同時に、 子どもの いる 家は 独特の 乱雑 さに 彩られて いると いうの も 確かな ことで、 母親の 善 
意で 整 とんして しまう というの も 考え もので ず。 ある 程度 散らかって いる 方が、 気持が 落ちつく 
という 傾向が 子どもには ありまず。 

だから、 子どもの 散らかしぐ せがな にに 起因して いるの かに よって、 親の 対応 も かわって くる 
はずで、 動き まわらず、 道具 も 限られて いる ファミコン 遊びで、 散らかさ なくなった と 喜ぶ のは、 
どこか 親の 任務 放棄の 巧い がず ると、 ぼくは 疑って しまう のでず。 

小さい 子が 親に うるさく まとわりつ くのは、 多くの場合 欲求不満 や、 親に 精神的な ものを 要求 
している からです。 子どもの 求めて いるもの はなに か、 子どもの おちいって いる 欲求不満の 原因 
はなに か、 から 目を そむけるべき ではありません。 

ファミコンを 与える と、 お母さんに 求めて いた ものを 一時 忘れて、 ファミコンに 没頭して くれ 
るから、 それは ひとまず うるさく なくなって ほっとず るでしょう。 でも、 そんな ことで いいので 
しょうか。 

家の 中で ドタン バタン 騒が なくなった、 という お母さん もい まず。 あれに くらべれば、 電子音 
のピッ ピッの 方が まだいい、 という わけです。 けれど、 もともと 子どもとは うるさい ものな ので 
はなかった のでず か。 散らかさず、 親に まとわりつかず、 静かに 家で 過ごず というの が、 そんな 
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に 嬉しい のでしょう か。 むしろ、 そういう 「いい 子」 になり やず いお もちゃ だから こそ、 フ ァミ 
コンへの 不安が 残る、 というべ きです。 「よい 子」 でなければ 親に うとまれる 時代 だから こそ、 

そういう 時代の 要請に 応えて 登場した のが ファミコンだった の だ、 といっても 同じ ことなの でず 

;  〇 
力 

交際範囲が ひろがる？ 友 だち のこと にも ひとこと ふれて おきます。 たしかに 、ファミコンを 買 
うと 子どもの 友 だち が やってきまず。 その 中には お母さんの よく 知らない 子 もい るでしょう。 フ 
ァミ コンの おかげで わが 子の 交際範囲が ひろがった、 と 喜ぶ のは 無理の ない ことで ず。 でも、 み 
ん なで 遊んで いる 様子を よく 見て いて ごらんなさい。 

一二、 四 人が、 むを ひとつに して 攻撃の しかたを 工夫したり、 「隠れ キャ ラ」 探しに 熱中して いると 
いうと きば かりでは ない はずで ず。 その 中の ひとりが コント ロ ー ラを 操作して いると き、 ほかの 
子は案外しらけているものです。 子どものゲームへの没入のしかたは、 熱中とはいえどこかさめ 
たと ころが ある もので、 毎日で きる 安、 む感 からか、 執着、 むが ス ー ッと うずれ ると きが、 まま あり 
ます 0 

ファミコンが 吸いよ せた 子どもたちは、 いわゆる 「子ども 集団」 ではない らしい のです。 いや、 
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その 出会いが 契機に なって 仲よ くな り、 ほかの 遊び も いっしょ にやる ようになる という こと も 十 
分 考えられ るので ずが、 そのためには、 なに かもう ひとつ 必要みたい でず。 ロ ー テ！ ンョン 方式 
など も、 親を 欺く 共犯 関係を 形成ず ると いう 意味では、 その 萌芽になる かも 知れません。 とに か 
く、 友 だち がふえ たのを よろこびながら、 友 だち づき あいの 深化の 行方を 見守って ほしい、 と 思 
うので ず。 
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5  新屬關 

発売され た ディスク ドライブ 任天堂は 今年の 二月に なって ディスク ドライブ という ファミコン 
の 付属品を 売り出しました。 一巧 五 000円 でず から、 「付属品」 というのは 適当で ないか も 知 
れ ません。 確かに 機能の 面で も、 従来の ファミコン 本体を 大きく パヮ ー •アップず る もので、 本 
体と ディスク ドライブを 結合させる ことにょって、 新たに 大きな 可能性が ひらけて くるら しいの 
でず。 ただ、 本体を もっていなければ 、ディスク ドライブ だけ 買っても なんの 役に もたたない の 
で、 付属品には 違いない のです が。 

この 機械は、 その上に ファミコン 本体が ピッ タリ 重なるょ うに 作られた 箱 型の もので、 これに 
デ ィ ス ク カ ー ド と い う薄 っぺ らのものをさしこ みま ず(五 一 ぺ I ジ の写真)0 こ の カ ー ド は、 磁気 テ 
1 プを 渦巻 状に した もので、 情報を 高速で 記録し、 読みと るのに ず ぐれて いるの だそう です。 そ 
れに 情報の 記憶容量 も、 従来の カセット ま ソフトの 一一 一倍 ありまず 。ディスク ドライブと 本体を つ 
なぎ、 本体の いままで ソフトを さしこん でいた 溝に ディスク 用の アダプタを さしこみまず。 そう 
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ずると 情報は ディスクから 送り出され、 いままでの ゲ ー ムの 一一 一倍 複雑で おもしろ いものが できる、 
という わけで ず。 

ブ—ム は 第二 段階へ？ ディスク ドライブと 同時に 発売され たのは、 「ゼルダの伝説」 という ゲ 
1 ムの ディスクで ずが、 なるほど、 やって みると 途方に くれる むずかしさ でず。 「ス ー パ I マリ 
オ ブラ ザ ー ズ」 の 動きの 基本は、 左から 右へ と 一方 方向で したが、 「ゼルダの伝説」 は 四方に 世 
界が ひろがりまず。 例によって リンクと いう ヒ ー ロ ー が大 魔王 ガ ノンに ほろぼされた 王国の ゼル 
ダ 姫を 救出ず る 物語です が、 そのためには、 八 分割され て 隠されて いる トライ フォ ー ス という 黄 
金の 一一 一角 形の 秘宝を 見つけ 出さねば なりません。 

まは どこに 隠されて いるの か、 次々 登場して くる 敵を 倒ずに はどうしたら よいの か、 「攻略 本」 
がま だ 出版され ていない 段階では、 地図 づ くりから はじめなければ ならず、 しばらく 熱中が つづ 
くと 思われまず 。カセット 方式の ソフトに かわって、 今後こう いう ディスク 形式の ゲ I ム ソフト 
が 次々 開発され ると、 ファ、、、 コンブ ー ムは 、このまま 第二 段階に 突入ず る ことになる かも 知れ ま 
せんり 

本体の 方は 月産 四 〇 巧 台と いわれて いますが 、ディスク ドライブは 二 〇 巧 台 だそう でず。 両方 
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一度に 買う 人は (もっとも 品薄で、 二つ 買えた 人は 「幸運」 でず が)、 一一 一巧 円か かる ことにな り ま 
す。 ただ、 ディスクの 方は 従来の ソフトより 安く 一枚 二 六 00円 (解説 本 付) でず。 これは 一枚の 
表と 裏が つかえ まずが、 「ス ー パ ー マリオ ブラ ザ ー ズ」 は 表 だけで 収容で きまず。 

メ— カー の おもわく 近い将来、 任天堂は 全国の デ パ ー トや 玩具 店と 〇ヶ 所く らいに、 ディスク 
ライタ ー という 機械を 設置ず ると 発表して いまず。 これは 一種の ディスクの 自動販売機で、 二 〇 
00円 の 新品の カ ー ドを 買い、 この 機械に 差し こんで、 お好みの ゲ ー ムを 書き こんでも らう こと 
がで きる のでず。 これ だと、 その ゲ I ムに あきて しまったら、 また 何度でも 書き直して もらえる 
ので、 経済的に ぐんと 楽になる わけで ず。 

メ  I カ ー としても、 ブ I ムが 去った あと、 五 000円 前後の カセット ま ソフトが 売れつ づける 
とは 思って いないの でず。 少し 元手が かかる けれど、 ディスク ドライブを 買って、 本体の 側を 強 
化して おけば、 あとは 五 〇〇 円で つぎつぎ 新しい ゲ ー ムが たのしめ ますよ、 という ことのよ うで 
す。 ファミコン 遊びを 一時の 流行に おわらせず、 現在の テレビ や ラジカセの ように、 どこの 家に 
も ある 基本的な 娛楽 設備と して 普遍 化させた いのでし ょう。 果して メ  J 力 I の おもわく どおり こ 
とが 進む かどう か、 見守って いきたいと 思いまず。 
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巨大な コン ピュ —夕塾 ファミコンを つかって、 子どもたちに 勉強 させよう という 計画 も、 よう 
やく 実現の 運びに なりました。 「進 研 ゼミ」 (約 九 〇 万人の 子どもを 組織して いると いわれて いま 
ず) という 通信 添削 教育で 知られる' 福武 書店が、 この 四 巧から 四、 五 年生を 対象に、 「スタ デ ィボ 
ッ クス」 という 教材を 売り はじめました。 「スタ ディ ボックス」 は、 任天堂の ディスク ドライブ 
によく 似た かたちを してい まずが、 こちらは 情報を ディスクに よらず、 ヵセット テ ー プで 送る よ 
うにな ってい まず。 テ ー プは トラックが 二 面あります から、 一面に フロ グラム、 もう 一面に 先生 
の 声を 入れて、 同時に 映像と 音声を 送り出せる ように 工夫して ありまず。 

四、 五 年生と も 毎月、 算数、 国語、 社会、 理科の 四 教科の テ I プ (二 本) と テキストが、 契約し 
た 家庭に 送られて きまず。 通信教育 会社ら しく、 お 店で 売る のではなくて 通信販売な のです。 ス 
タディ ボックス という 機械 だけは レンタルで、 これにず でに 買って ある ファミコンを 接続し、 テ 
I プを 読み とっていく という システムです。 内容は、 まだ 見て いないので 正確には わかりません 
が、 すでに おなじみの ゲ ー ムの 要素を とりいれて たのしく 勉強で きる ように 工夫され ている、 と 
宣伝 パンフには 書いて ありまず。 

ファミコンの コント ロ ー ラを つかって、 子どもが 問題に 答えを 出ず と、 正しければ 〇、 間違っ 
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ち も ファ ミコ ン現 をが 


ていれば やりなおしを コン ピュ ー タが 答えて くれます。 次の 画面に 進む ためには、 その 問題を 全 
部 クリアし なければ いけない、 という 展開の しかたは、 ゲ I ムそ っくりで ずから、 子どもは のり 
やず いか も 知れません。 今年は 四、 五 年生 向け だけです が、 来年から 一二、 六 年生 用 も 開発され る 
予定 だそう でず。 

値段は、 スタディ ボックスの レンタル 料が 一年間 一万 五 000円 、教材費 (テ ー プと テキスト) 
が 月額 一二 五 00円 。一年間 まとめて 契約す ると 割安に なって 一一 一巧 五 七 00円 ですから、 レンタル 
料 共で 五 万円ち ょっ ととい うこと になり まず。 塾の 月謝ぐ らいで しょうか。 

ファミコン ばっかり やって 勉強 しないと 嗅いて いた お诗 さんには、 歓迎され るか も 知れません 0 
子どもに も 親近感が ある だけ、 興味を もたれる でしょう。 別に ぼくが 文句を つける 必要 もない わ 
けで ずが、 それにしても、 もし これが 全国く まなく 普及して いったら 六 五 〇 巧の 家庭を 組織ず る 
巨大な コン ピュ ー タ 塾が 完成す る わけで、 ちょっと 考え こんで しまいます。 成績を お 手の ものの 
コン ピュ I 夕で 管理し、 全国 偏差値を つけたり すると、 毎月 子どもたちに 共通 一次を 受けさせて 
いるのと 同じ ことにな りは しないで しょう か。 

ファミコン •ネット ワーク 巧 想 ところで、 いま 多くの 企業が ファミコン •ブ ー ムに 注目して い 
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て、 六 五 〇 巧 台の 端末機を 組織す る ネット ヮ ー クに 参加し ょうとして いまず。 任天堂が ディスク 
ドライブを關発したのは、 単に一ーー倍おもしろいゲーム ソ フ トを送り出してブ！ ム の退潮を食いと 
めるな どと いった 消極的な 理由からで はなくて 、ファミコン •ネット ヮ I クを 構想しての 準備 行 
動な のでず。 電話回線を 利用して 文字 や 図表を 送る ファックス という 便利な システムが ありまず 
が、 あれを 磁気ディスクで やる プランが、 進行して います。 これを 大型 コン ピユ ー タ につな げば、 
ネット ヮ ー クが 完成し まず。 あとは そこに どういう 情報を 入れる かが 問題になる わけで、 子ども 
相手と いう だけではなくて、 お母さんを 利用者と して 想定した さまざまな 企画が 各社で 検討され 
ている ょうで ず。 

これを 利用ず る 人は ディスク ファックスと いう 機械が 必要になります が、 これは 二 万円 前後で 
来年 売り出される だろう、 といわれ ています 。ファミコン 本体 + ディスク ドライブ + デ ィス クフ 
ァッ クスで 約 五 巧 円と いう ことになる わけで ずが、 ずで に 本体 だけは 六 五 〇 万 台 普及して いる わ 
けで、 同一の 端末 コン ピユ ー タが こんなに 普及した 例は かつて どこに もな く、 コン ピユ ー タ •ネ 
ッ トヮ ー クの むずかしさの ひとつが、 端末機を どう 拡大して いくかと いう 点に あった ことを 考え 
れ ば、 ファ、、、 コンブ ー ムの 将来は、 この ネット ヮ I クの 完成で 第一 一一 段階に 至る とみて いいと 思い 
ます。 
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選が 肢が ふんだん にある 文化を 子どもの 遊び道具に すぎない ファミコンが、 その 機能を 次々 あ 
ら わにして、 ついには おとなが 大騒ぎず るよう な 文化 システムを 作って しまう という この 話には、 
なんだか 現代と いう 時代の 底知れぬ 不気味 さが 露呈して いるよう にも 思いまず。 もし 子どもの 遊 
び 道具と して 出発し なかったら、 いくら 価格を 低く おさえても、 六 五 〇 巧 台なん て 普及し なかっ 
たでしょう。 すべては 子どもから 始まった のでず。 

子どもとは 不思議な ものです。 遊び も 勉強 も ファミコン まかせと いう 時代が くれば、 その 不思 
議な 子どもたちが、 またな にか 新しい 展開を 示唆して くれる のか も 知れません が、 そこまでは 到 
底 ぼくたちの 想像力は 及びません。 

しかし、 事態が どう 進展して いくに せよ、 ファミコンを 歓迎した 子どもたちは 一種の 袋小路に 
追い こまれた の だ、 という 点 だけは、 くどい ようで ずが 確認して おきたい と 思いまず。 いまの 子 
どもたち は 放課後の 生活を ス ヶジュ ー ル 化せざる を 得ず、 予定され た 正規の 時間 だけ サッ ヵ ー を 
したり、 ピアノを 弹 いたり、 勉強した りして、 それで 一週間を 埋めつ くして います。 いって みれ 
ば、 その スヶ ジュ ー ルの すきまの 部分に、 ファミコンは 介入して きたので した。 ずき まだった は 
ずの 単なる 退屈し のぎが、 新しい 文化を 形成す る 上 台に なった わけです。 


とすれば 、ファ、、、 コンブ ー ム とその 後の 展開が どれほど 華麗で も、 それは やむなく 追い こまれ 
ていった 袋小路の、 予想外の 豪華 さとい うにず ぎません。 もっと ほかに 子どもの やりたい ことが 
あるか も 知れない。 もっと ほかに 子どもたちの 可能性を 花 ひらかせる 手 だてを 考えるべき かも 知 
れ ない。 その あたりの 吟味と 努力を おとなが 捨てて しまう と、 あるいは 可能性を 花 開かせる つも 
りの 努力が、 子どもを 抑压 し、 管理す る システムに 変質して しまう と、 袋小路からの 退路を 完全 
に 絶って しまう ことにな りまず。 

ファミコンを たくさん あるた のしい ことの 一つと いう 選択肢と して 位置づけられる ような、 そ 
の 他の 選が 肢 がふん だんに あるよう な、 子ども 文化の 構造に ついて、 これから も おとなは 真剣に 
考えて いかねば ならない のでは ないか、 とぼく は 思いまず。 


刊行の ことば 

今日、 われわれを とりまく 状況は な 藻な 変化を 重ね、 しかも 時代の 潮流は 決し 
て 良い 方向に むかおぅ とはして いません。 今世紀を 生き抜い てきた 中 •髙 年の 人 
々にと って、 次の 時代を になぅ 若い 人々 に とって、 また、 これから 生まれて くる 
子どもたちに とって、 現代化 会の 基本的 問題は、 日常の 生活と 深く かかわり、 同 
時に、 人類が 生存す る 地球を 会 そのものの 命運を 決定し かねない 要因を はらんで 
います。 

十五 世紀 中葉に 発明され た 近代 巧 刷 術は、 それ 1$ 後の 歴史を 通じて 「活字」 が 
持つ 力を 最大限に 発揮して きました。 人々 は 「活字」 にょって 文化を 共有し、 と 
り わけ 変を 期に もっては、 「活字」 は 一つの 社会的 力と なって、 情報を 伝達し、 
人々 の 主張を 社会 共通の ものと し、 各 時代の 思想 形成に 大きな 役割を 果してき ま 
した。 

現在、 われわれは 多種 夕樣な 情報を 享受して います。 しかし、 それに も かかわ 
ら ず、 文 巧の 危機 的 様相は 深まり、 「活字」 が 歴史的に 果してき た 本来の 機能 も 
また 衰弱して います。 今、 われわれは 「出版」 を 業と する 立場に 立って、 今日の 
課題に 巧 化し、 「活字」 が 持つ 力の 原点に たちかえって、 この 小冊子の シリー ズ 
「岩波 ブックレット」 を 刊行し ます。 

長期 化した 経済 不況と 巿巧 生活、 教育の 場の 荒廃と 理念の 喪失、 核兵器の 異常 
な 発達の 前に 人類が 迫られて いる 新たな 選択、 文明の 進展に ともなって 見な おさ 
れ るべき 自 がと 人間の 関係、 積極的な 未来への 展结 等々、 現代人が 当面する 課题 
は 数多く 存在し ます。 正確な 情報と その かが、 明確な 主張を 端的に 伝え、 解かの 
ための 見通しを 説 者と 共に 持ち、 歴史の 正しい 方向 づけを はかる ことを、 この シ 

リ I ズは 基本の 目的と します。 

3;凯 者の 皆様が、 巿民 として、 学生と して、 また グル I プで 、この 小冊子を 活用 

される ように、 願って やみません。 
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